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これまでに海外では1000例以上 の成功をおさめている着床前診断。「画期的な医療」と言

われながら、日本では明確な理由なしに禁止されてきた。着床前診断でしか出産できない患

者がいるとき、医師は患者の求めに応じて治療すべきか否か、患者の権利とは何か、倫理とは

何かが、患者の権利を確認する訴訟と着床前診断の実施のなかで明らかになってきた。
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